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序 文

宗像市は、福岡iiiと北九州市の中間に位置し、両大都市の通勤圏として宅地化が

進んでおります。昭和38lf.に始まる自由ヶ丘団地の造成、昭和41年には日の里団地

の造成、さらに2つの大学の進出が加わり、 「学術・文化・高福祉都市」を目指し

て発展を続け今日に至っております。

このような急速な都市化と併行して、昭和47年には農業振興地域の指定を受けて

農用地の計画的利用を進め、県営圃場整備等による農業基盤整備事業が行われてお

ります。

大型の農業基盤整備は、事業規模が大きいだけに自然環境や歴史的景観の大幅な

改変を伴うものであり、当然、埋蔵文化財は消滅の危機にさらされ、緊急な対策を

常に迫られています。このような状況の中で失われ行く埋蔵文化財に対して｀不十

分ながらも記録保存に努め、多くの成果をあげてまいりました。

本書は平成3年度に発掘調査を実施した冨地原森遺跡の発掘讚査の記録を収めて

おり、弥生時代から中世にかけて営まれた集落や墓地の発見は古代のむなかたを解

明するJ:で貴重な調査となりました。

最後に、本書が広く文化財保護および学術研究に貢献することを念願いたします

とともに、発掘調査全般にわたってご協力をいただいた多くの方々に心からの感謝

の意を表する次第であります。

平成7年3月31日

宗像市教育委員会

教育長森下 照 清
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例 言

2. 

I. 本書は、平成ぴ白度冨地原地区県営圃場整偏に伴って実施した埋蔵文化財の緊急発掘

調直報告書である。

発掘調査は、宗像市教育委員会が事業主体となって実施した。
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遺跡名は、字名によって冨地原森遺跡と呼称し｀福岡県文化財番号330535とする。

遺構は、呼称を全て記号化し、住居跡および掘立柱建物はSB、洞状遺構はSD.

柱穴はSP、土坑・土壊墓はSK、石棺墓はSQ、不明遺構はSXとする。

測量は、国土調査法第Il座標系を用い、方位は磁北である。

遺構の実測は主に白木英敏が行い、安部裕久の協力を得た。

7. 遺物の実瀾は白木、富岡一枝が行った。

8. 遺構、遺物の製図は牧野淑子、古田佳世が、遺物の整理は法泉順子、高木成子、家

永蓮子、篠原啓子、大崎美枝子が行った。

遺構、遺物の写真は白木が行った。

本書の執筆｀編集は白木が行った。

9. 
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第1章序説

1. 調査の経過

宗像ij,は｀福岡市・北九州市の中間に位置しており、両大都市の通勤圏内にあって急速

なベットクウン化が進み、宅地造成や道路整偏など開発の波が押し寄せている。かつて純

農村であった本市においても農業経営に都市近郊型の複合経営を目指す生産基盤の整備が

進められている。今回の調査は、農業基盤整備事業の一つである冨地原地区県営圃場整備

事業にともなう事前の緊急発掘調査である。事業規模が大型であるために、確認された遺

跡の現状保存は困難を極めており、盛土等による可能な限りの保存対策を講じてきたが、

消滅が必至の区城については記録保存という形で対処した。本書は平成3年度に実施された

冨地原地区県営圃場整備事業にともなう3件の発掘調査のうち冨地原森遺跡についての報告

である。

冨地原森遺跡は、福岡県宗像市大字冨地原（字森） 1113-1番地ほかに所在し~ 新立山（標

贔325.7mlから北西に派生する舌状丘陵の緩斜面、標高28-26.Smの箪囲に営まれている。

瞬査は、圃場整備事業で切り盛り調整がとれず、削平される当丘陵について試掘調査を実

施。遺構の確認された4,500面について調査区を設定し、緊急発掘調査を行う-~びとなった。

その結果、掘立柱建物跡5棟、方形住居跡4棟、土填墓・木棺墓・石棺墓合計9基、中世大溝｀

土坑などを検出し、弥生時代中期初頭頃から中世前半期にかけて断絞的に営まれた集落跡

及び墓地であることが判明した。発掘調査は、平成3年10月28Bから着手し同年12月27日で

終了した。

なお事業は次の組織で行った。

組織

(I)平成胡屯度発掘調査組繊

総 括宗像市教育委員会教 育 長

教育部長

社会教育課長

文化係長

庶務・会計

発掘調査担当

主

技

技

事

師

師

森下照清

中山宏基

吉田繁利

尾山 清

原俊

安部裕久

白＊英敏
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(2)•f· 成呼／笈報告iり作成組織

総 括 宗像iii孜青委員会 敦 育 長 森下照清

教育絹長 芹野温且

社会教育課長 花田俊六

文化係長 原 俊

庶務・会計 文化係長 原 俊

発掘調査担当 主任技緬 安部裕久

技 師 白木英敏

今回の発掘調査に当たっては福岡農林事務所、宗像市農業振興課｀冨地原土地改良区の方々

にご協力いただいた。また、調査を進める上で多くの方々のご指導・助言・応援をいただ

いた。この場を（月りて心からお礼申し上げます。

2. 位置と環境

冨地原森遺跡の所在する宗像市東南部には、新立山（標高325.7ml・ 靡山（標轟296.9ml

から複雑に派生し、冨地康・名残• 吉留・武丸地区にまたがる舌状丘陵群が、市内中央部

を西流する釣川に向かって細長く延ぴておりそれぞれの丘陵間に低地部へと絞く谷水田

を形成している。冨地原地区においては現在のところ、このような谷水田は生活基盤を支

える灌漑地として弥生時代前期後半以粋開発され、丘陵上及びその裾部に集落を形成して

行くことが観取される。

本遺跡は宗像市の東南部、鞍手郡宮田町との境にそびえる新立山から北西に派生する舌

状丘陵上の緩斜面、標高28-26.5mの範囲に営まれている。周辺には冨地原樟木遺跡、冨地

原岩野B遺跡、冨地原川原田遺跡などがあり、遺跡の性格上閥連が深いであろう。以下こ

れらの遺跡について概観して行く。

冨地原梅木遺跡（註I)

靡山から北へ派生する丘陵上に位置し、標高30-60mの範囲に分布する弥生時代から古

墳時代にかけての集落跡及び墳墓地である．弥生前期後葉～中期の袋状竪穴、弥生中期の

±嫉墓群、弥生前期後葉一古墳時代前期にかけての住居跡、古墳時代の円墳などで構成さ

れる。住居跡は円形住居跡、刃こ柱でペッド状遺構を持つ方形住居跡などがあるが全般的に

遺存状況はあまり良くない。
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,¥¥地原府野B遺跡 Cat2)

標高29.5-32mほどの丘陵束緩斜面に営まれた弥生時代を中心とする集藩跡である。弥生

雌 l前簗～中頃の円形住居跡、弥生後期前半～後半の方形住届跡、古墳時代の円墳などで

構成される。特徴的な遺構・遺物として S818の松菊里型住届跡、 S817から出土した正

格秤IIきを持つ朝鮮系軟質土器などがある。

冨地原川原田遺跡（註3)

新立山から北西に派生する丘陵の先端裾部、標高26-33mほどの緩斜面上に営まれた弥

生中期後半から古墳時代後期にかけての集落跡である。弥生時代中期後半のPl形住居跡、 4

世紀前後から6世紀後半代にかけての方形住居跡が40棟以上検出されており、中でも初期須

恵器の壷などを出土した$B27、庄内・布留式甕が共伴するSB24. 鳥足文叩きの百済系

陶質土器広口壷が出土したSB14などが注目される。

以上3.i11跡の概要を見てきたが、冨地原地区ではこれまで希薄であった集落跡の調査例が

増えており、現在整理中である冨地原森崎遺跡（註4) ・冨地原古賀遺跡（註5) ・冨地原

深田遺跡（註6)などの諸例を含めて集落立地の変遷、また墳墓地との相関関係が｀今後具

体化できそうである。

（註I)宗像市教育委員会「名残IV」宗像市文化財報告書第29ll 1991 

（註2)宗像市教育委員会「冨地原上瀬ヶ浦」宗像市文化財報告書第3唸l 1994 

（註3)宗像市教育委員会「冨地原川原田」宗像市文化財報告書第39ll 1994 

（註4)宗像市教育委員会平成2年度調査

（註5)宗像市教育委員会平成4年度調査

（註6)宗像市教育委員会平成4年度調査

-3-

'; 



第1図 周辺遺跡分布地図 (1/25,000)
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第2章調査の記録

1. 土坑

S K1 (第姻）

調査区の南東角、 SK12の東側で検出した。平面形は長楕Pl形を呈し、長さ135cm、輻40

cm, 深さ7cmを測る。出土遺物は僅かに青磁｀瓦器などの小片があるのみで図化に耐えない。

そ二こ》—
互

且
，，，，， 

↑
 27.'ll• —互

0 2.• 

SK2 

出

＼／一

第4図 SKI・2・9・10・l!ll!構実測図 (1/40)
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SK2 (第4図）

戯査区の南東角で検出し、遺構の南側は訊社区外へ延びている。性格不明の上坑で、規

模は現状で長さ164cm、輯92cm、深さ20cmを測る。出土遺物は僅かに弥生土器.±師器の小

片があるのみで図化に耐えない。

S K9 (第4図）

調査区の南東角に位置し、 SD5を切り SP!に切られる。平ilii形は隅丸台形で長さは東

西83cm、南北82cm、深さ7cmを測る。

出土遺物（第5図）

土緬器 (001・002) いずれも小l1llである。 001は復元口径8.4cm.復元底径6.な置．器高I.I

cmを測るが風化が進んでおり底部調整は不明。 002は小片で器高は1.1cmを測る。

瓦器 (003)口縁部小片である。焼成不良で風化が進んでいる。

SK10 (第4f.ll)

調査区の東端中程に位置し、 SD13・72に切られる。平面形は不整楕円形、断面形は逆

梯形を呈し｀長さ1印口、輻13.5cm、深さ32cmを測る。

出土遺物（第箕!I)

弥生土譜 (004-010) 004は甕である。口縁部は断面三角形で、直下に編の狭い沈線を2

条巡らす。調整は風化が進んでおり判然としないが口縁部は横ナデ、胴部外面はハケ目が

微かに残る。復元口径26.2cm,0ぉ-007は甕の口縁部である。口縁部は丸みをもって芸く外

反し、端部に面を作って収めるもので、 005の復元口径は27.0cm 、 006は20.0cm を測る。 0~

は大型甕の底部であろう。底径12.5cmを測る.009は肉厚で平底の甕底部片である。復元底

径6.6cm。010は上げ底の甕底部である。底径7.5cm。

S K11 （図版5、第4図）

SBI砂南に位置し、平面形は角丸長方形を呈する焼土坑である。長さ145cm、幅92ca、

深さ 10cmを測る。壁面の一部には火を受けた痕跡が明瞭に残り、炭を多く含んだ暗茶褐色

土層が堆積していた。出土遺物はない。

I
 !
 ：
 

SK12 (図版5、第6図）

調査区の南東角、 SK18の東側で検出した。平面形は不整楕円形、漸面形は逆梯形を呈

し、長さ215cm、幅150m、深さ25cmを測る。

-9-
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第6図 SKl:!ill構実測図 (1/40)

出土遣檎（第8図）

弥生土器 (011-019) 011-017は甕

である。 Oilは胴部がやや張り｀口縁部

は如意形を呈する。調整は外面ハケ目、

内面はナデで仕上げている。口径29.8

C11を測る。 012は如意形口縁で指頭痕が

内外面に残る。復元口径16.0cmを測る。

013は厚底で胴部は歪んでほとんど膨ら

みを持たずに開き、口縁はあまい如意

形となる。復元口径15.4cm、器高14.7cm、

底径6.6caを測る小型品である。 014は

肉厚な上げ底で、胴部は緩やかに内弯

しながら大きく開き、口縁部は如意形

となる。内外面にハケ目調整が残る。

゜ 口

＇ 
゜O• 

2• 

ノ

゜

第7図 S K!Bil構実瀾図 (1/40)
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復1c11/1は22.3c●` 器高19.Dc●、底径6.6cmを測る。 015は如意形口縁の口唇部直下に粘土を

張り付けてクガ状に肥厚させている。風化が進んでいるが、外面に縦方向のハケ目が残る。

復元ll径19.4国を測る。 017は口縁部断面が三角形に近く、内側にやや張り出しを持つ。風

化が惰し＼ヽ 。

018・019は壷である。 018は頚部付近の小片で、 2条の三角突帯を巡らしている。頸部径

はlo.4cmを測る。 019はやや上げ底気味の壷底部で、調整は内面をナデで仕上げているが、

外面は風化が進んでおり判然としない。底径は?Demである．

、-

了＝
: I 023 

---

ヽ

=---= 

15<コl

第900 SK18/ll土遺物実測図① (1/3) 
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SK18出土遺物実測図② (1/3) 

SK18 (図版5、第7図）

調査区の南東角に位覆し、 SD6・20に切られる性格不明の土坑である。平面形は不整楕

円形、断面形は逆梯形を呈しており、規模は長さ475cm、最大幅は175cm、深さは最も残り

の良いところで37cmを測る。検出当初は複数の土坑が切り合っていると考えていたが、切

り合い関係は認められず、また掘り下げ後の床面も平坦であったためここでは同一遺構と

して取り扱う。

出土遍物（第9・1()£塁）

弥生土羅 (020-031) 020-029は甕である。 020は胴部がやや張り口縁部は如意形を呈す

る。調整は風化が進んでいるため観察できない。復元口径は29.0cmを測る。 021-026は如意

形を呈する口縁部片である。 021の復元口径は25.如＂を測る。 0おは口縁部直下に縦方向のハ

ケ目の後、沈線を邊ぶ巡らす。

O'Zl-029は甕の底部である。底部の厚みに差があるが、すべて上げ底状を呈する。 0刀の

復元底径は6.8cm、028の底径は7.5m、029の復元底径は82<111を測る。調整はいずれも風化が

進んでおり判然としない。

000・031はここでは壷の底部として報告する。 030の底径は12.6cm、031の復元底径は6.7

cmである。

その他の遺檎 (032) 土師器の高杯である。坪部を欠くが脚部はほぼ完形で、裾部はハ字

状に開く。脚内面は横方向のヘラ削り外面は横ナデで仕上げている。脚底径は10.な量で混

人品であろう。

-13-
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第11図 S K33遺構実測図 (l/伯）

S K33 (図版5、第11図）

讃査区の北東に位置し、

に壁面の一部を切られている。平

S Dl3 

面形は不整円形．断面形は逆梯形

を呈し．長径300cm、短径260cm.

深さは25cmを測る。遺物は床面か

ら僅かに浮いた位置から出土して

いる．

出土遺輸（第12・131:lり）

弥生土器 (033-049) 033-045 

は甕である， 033は底部を欠くが断

面逆L字形の口綽部を持つ。外面

は縦方向のハケ目、内面はナデで

tf:J: げている。口径26.0cmを瀾る，

0祖は肉厚で上げ底の底部を持ち、

口縁部は斬面逆L字形を呈する。

風化が進んでおり調整は判然とし

ない。復元口径15.5c麟、器高1い切I,

底径5.6cmである。 035はやや上げ底の底部を持ち、口緑部は如意形である。復元口径26.3cm.

器高30.8cm、底径7.8cmを測る。

036-040は程度の差があるが全て上げ底の甕底部片である。 036・0'51は底部の厚みに差

があるが．いずれも半球形状の1:げ底を呈する。 036の復元底径は6.2cmで、調整は風化が進

んでおり観察できない。 0町は底径7.6cmを漏り、外面に縦方向のハケ目を施す。 038は底径

7.8cmを測る。 039は肉厚な底部で径は7ふ置。 040/ょ外面に縦方向のハケ目を施す。底径7.0

C11を測る。

041-045は甕の口縁部片である。 041・044は断面逆L字形を呈する。 041はやや張り気味

の胴部を持ち、復元口径は29.0caを測る。 042・043・045は如意形口縁である。

0妬ー049は壷である.0妬は口縁端部を欠くがほぼ完形品である。胴部の中位に最大径を

持ち、歪みもあろうが胴張りが強い。底径6.0ca、胴部最大径2訟泊、頸那径10.2caを測る．

047-049は底部片である。 047が復元底径6.601.0船は内面に指頭痕が残IJ、底径は4.001

を測る。 049は風化が進んでいるが外画はハケ目で調整されているようである。底径は9.0ca

を測る。

'
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第1箕目 SK33出土遺物実瀾図② (1/3) 

5 K'ST (図版5、第1皿）

調査区の北東に位置し、 SD15・57に切られる土坑である。平面形は長楕円形で、断面

形は逆梯形を呈する。長さ195cm,幅100cm、深さ約30c冨を瀾る。出土遺物は少ないが時期

はおおむね弥生中期初頭である。

出土遭嶋（第1甜~)

弥生土器 (050-057)

~7 

ヽ

全て甕である。 050は全体に風化が進んでいるが如意形口縁を呈す

る。復元口径29.6cm。051は如意形口緑で頸頷下に1条の沈纏を施す。諷整は外面を縦方向

/・ 
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第14!塁 S K37・44lft構実測図 (1/40)

のハケ且口縁部内面は横方向の粗いハケ目を施す。復元口径23.&:m.052・0531よ如意形に

近いが直線的に外傾する口縁部を持つ.052は外面9ヽケ目であるが、内面は風化が進んでお

り判然としない。復元口径は28.4cmを測る。 054~057は程度に差があるが、全て上げ底の底

部片である。復元底径は054が7.6cm、055は9.6cm、056は7.4cm、057は7.4cmを測る。

SK44 (図版5・6,第!4t!I)

調査区の北東に位置し、 SD5002mほど東側で検tllした。平面形は不整隅丸長方形、断

面形は逆梯形を呈し、長さ225cm、輻120cm、深さは25cmを測る。覆土は①暗茶褐色粘質土、

②黄茶色粘質土（地山と同）、③暗茶褐色粘質土（地山粒混じり）、④暗茶褐色粘質土（炭

滉じり）である。中世の土攘墓となる可能性もあるが遺物は全て破片であり、ここでは±

坑として報告しておく．

出土遣檜（第16f/jf)

滑石襲石鍋 (058)

ている．

瓦羅 (059)

外面は明瞭な横方向のノミ削り、内面はノミ削りの後、研磨で仕上げ

椀の2分の1片である。高台は貼付けで浙函形はややつぶれた方形を呈し、体

部は緩やかに内弯しながら外へ開く．作りは雑で焼成はやや廿く．胎土は白灰色を呈する。

-17-
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第1甜!I SK37出土遺物実測図 (1/3)

また調整はかなり風化が進んでいるため判然としないが、外面はほとんどヘラ碩磨されて

いないようである。 2分の1程残存しており復元口径16.6cm.器高6.IJCIII、復元底径7.3cmを瀾

る。

土鰤羅 (000-062) 000・061は杯である。 000は口縁部がやや外反気昧に開く。風化が進

んでおり、底部調整は不明。復元口径14.6"'、器潟2.5ca.底径IL2ca。061は口縁部を欠き、

底部のみの完形品である。底径lUcm.062は小型で饂平な小圃である。復元口径8.8CII.器

涵0.9CII、復元底径6.8cmを測る。風化が進んでいるため底部閾整ははっきりしないが、糸切

1)であろう。
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第!tit§ S K44出土遺物実測図 (1/3)

~061 

062 

SK45 (図版6、第1ml)

調査区の北西角に位置し、 SDSOII)東tlllで検出した。平面形は不整円形で｀長径115cm、

短径100cm、深さ 100cmを測る。覆±は①暗茶褐色粘質土、②黄茶色粘質±（地山プロック）、

③暗黄茶色粘質土會④茶褐色粘質土、⑤暗茶褐色粘質土（地山粒浪じり）、⑥暗茶褐色粘

質土、⑦黄茶色粘質土、⑧黒褐色粘質土｀⑨黄茶褐色粘質士である。出土遺物は微量で覆

士から玉縁の白磁口縁、青磁｀瓦器などの繍片があるが図化し得ない。

S K51 (図版＆第1箕目）

調査区の東に位置し、 SD48の北tlllで検出した。平面形は隅丸方形で東西205cm、南北
220cm、深さは10cm程である。出土遺物はなく性格不明．

S K52 (図版10、第1811り）

調査区の東に位置し、 SB22に切られる土坑である。平面形は隅丸長方形、断ilii形は逆

悌形で、長さ300cm、幅約160cm、深さ35cmを瀾る。

出土遍物（第100!)

弥生土曇 (O@-OG7)0田 ・064は如意形口縁の甕である。外iliiは縦方向のハケ目で躙整し

ている。 065は壷の底部片である。復元底径7.6caを測る。 066・Of51は肉厚で上げ底の甕底部

である。底径は師7が7.3CII、0町は7.4caである。
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第1ml S K45遺構実測図 (1/40)

出土遣物（第21図）

SK53 (図版6.第1紙;ij)

調査区の北東角に位置し、 SK37の北側で検

出した。平面形は不整円形で、東西75cm、南北

67cm、深さ10c'III程である。覆土には鉄滓および

焼土が混じるが他に出土遺物はない。

SK59 (第181:初

調査区の北端中程に位置し、 SD34に切られ

る。全長は不明だが輻は60cm,深さ27cmを測る。

出土遺物はない。

S K61 (図版6、第2@)

S B22の東側に位置し. 5D7に切られる。

平面形は不整円形で、長径150cm.短径l:Klcm,

深さ約57'11を瀾る。断面形は袋状を呈する部分

もあり、いわゆる弥生の袋状竪穴の可能性が高

い。覆土は①暗茶灰色粘質土．②暗茶灰褐色粘

質土、③茶褐色粘質士、④暗茶褐色粘質土、⑤

暗黄茶色粘質土、⑥暗黄灰色粘質±~ ⑦暗茶褐

色粘質土、 （④よりやや暗い）⑧暗黄茶褐色粘

質±である。

弥生土器 (068-071) 068・0田は甕である。 068はやや肉厚であまり発達しない上げ底の

底部を持ち、口縁部は如意形を呈する。底部内外にはナデが残るが、風化が進んでおり調

整は判然としない。口径18.8cm、器高20.7CII、底径6.8anを測る。 0田は上げ底の底部である。

底径は6.0cmを測る。

070・071は壷である。 070lよ完形品である。平底で肉厚の底部を持ち｀胴部は儡平気味に

膨らむ。口縁部は強く外反し、器壁は全体的に厚手である。調整は風化が著しく判然とし

ないが、胴部の一部に僅かに研磨痕が残る。胴部下半と内底部には暗茶褐色の付着物が残

る。口径11.8cm、器高16.4ce、底径6.4ce.胴邸最大径J9.9CIIを測る。 071は僅かに上げ底を

呈する底部片である。復元底径10.6cm。

-20-
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第191図 SK52出土遺物実測図 (1/3)

SK62 (図版7.第221:,り）

調査区の東端中程に位置し、平面形は隅丸長方形．断面形は逆梯形を呈し、長さll'Oca、

幅95c霞．深さは30cmを測る。遺物は壁面近くの床面より僅かに浮いた位置からまとまって

出土している。

出土遺物（第2311り）

弥生土編 (07.l-076) 図化できたものはすぺて甕である。 072は漸面逆凹形の底部を持ち｀

口縁部は如意形である。外面は縦方向のハケ目、内面はナデで仕上げている。口径25.2C!I、

器高2仕!cm、底径7.3cmを測る。 073は底部を欠くが、如意形口縁を呈し胴部外面には縦およ

ぴ斜方向のハケ目を施す。口径32.汝日を測る。

074は口縁部片である。口縁部は如意形に近く書調整は風化が進んでおり不明である。

075・076は肉厚で上げ底の底部である。底径は075が8.0cm、0761よ7.8ca(復元）である。

I
 
I
 

SK70 (図版7、第2沈!I)

S D13に南東側を切られる土坑である。平面形は隅丸長方形、断面形は逆梯形を呈し｀

長さ100cm、幅は95c霞、深さは最も残りの良いところで30cmを瀾る。
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第2磁目 S K62・7淵9構実測図 (1/40)

出土遺檎（第24·2ば~)

薔生土器 (071-081・0氾 ・084) 071-081は甕である。 071は厚みのある平底から胴部は

あまり膨らまずに外傾しながら立ち上がり、口縁部は如意形を呈する。外面は荒い縦方向

の9・ヽケ目で調整し、内面はナデで仕上げている。計測値は復元口径30.2cm.器高31.7cm、復

元底径8.4cmを測る。 078は口縁部を強く外反し、端部は断面方形を呈する。外面は細かな縦

方向のハケ目を施し、内面はナデで仕上げている。復元口径26.0cmを測る。 079は断面逆L

字形の口縁部片である.0印 ・081は僅かに上げ底の底部片である。 080は底径5.&霞、 0811;);

復元底径9.3cmを測る。

083・084は壷である。 083はC字形にカープする口縁部を持ち、頸部と胴部の境に断面三

角形の突帯が2条巡る。文様はその直下からヘラ描きによる無軸の羽状文が施され、上下を

区切る2条の沈線および下端を区切る1条の沈線によって文様帯を2段に画している。器壁は

荒れており調整痕は判然としないが内面はナデで仕J:げている。また外面の文様を画する

沈線部分には赤色顔料の痕跡が僅かに残るが、全面に塗布されていたかは不明である。復

元口径12.3cm、器高24.0ca、復元底径9.0cmを測る。 084は肩部から胴部最大径付近までの2

分の1片である。張りの強い儡平気味の胴部を持ち、肩部には断面三角形の突帯が3条巡る。

風化が進んでいるが外面には僅かに丹塗が残り、内面は粗い横方向のハケ目の後ナデで仕

上げている。

石羅 (082) 粒子の細かい硬質砂岩製の砥石である。小形品で断面長方形を呈し、最大長

-24-
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第251')り SK70III土遺物実測図② (1/3) 
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第261目 SK7lill構実測図 (1/40) 第271.!1 S K71出土遺物実瀾図(1/3)

7.9cm、最大輻3.4cm、重量約66gを測る。色調は黒灰色で全体に火を受けた痕跡が残る。

SK71 (第261:目）

調査区の東端中程に位置し、東冑が調査区外へと延びる不整形の土坑である。長さ85ca、

深さは26cmで底椰には直径13a,程の小穴が検出された。柱穴の可能性もあるがここでは土

坑として報告する。遺物は瓦器椀が底から15ca程浮いた状態で出土している。

-'/3-



出土遺物（第27図）

瓦器 (085) 椀である。底部は高台貼付けで断面三角形に近く、体部は内弯しながら大き

く開き端部を丸く収める。調整は内外面に雑なヘラ研磨を施し、色調は青灰色で胎土は粗

く細かな砂粒を含む。口径16.7cm、器高5.7cm.底径6.9cmを測る。

2. 土壕墓・木棺墓・石棺墓

SK28 <木棺墓＞ （図版7、第281lり）

墓頗の乎面形は隅丸長方形を呈し、長さ!77CII、幅63cmを測る。棺の内法は長さ133cm、

幅2泣、深さ20c田で側板および木口部には掘込みがあり、南木口にはさらに浅い掘込みを

持つ。主軸方向はN-10'-Eで丘陵尾根線に平行する。副葬遺物はない．

SK29 <上攘墓） （図版7、第2祗副

墓贖の平面形は隅丸長方形で長さ170cm、幅68c重、深さ10cmを測る。主軸方向はN-9'

-wで丘陵尾根線に平行する。副葬遺物はない。

S K30 <木棺墓＞ （図版7、第28f目）

墓壊の平ilii形は隅丸長方形で、棺の内法は長さ2&Jcm,幅70cm、深さ27caを測る。頭位と

考えられる西側小口には浅い掘込みを持つ。主軸方向はN-85'-Eで丘陸尾根線に直交

する。副葬遺物は鉄斧が床iliiから20cmほど浮いた位置から出土している。他には埋土中よ

り凸レンズ状平底になるような底部小片が出±しているが図化に耐えない。出土土器は全

て細片であり、地山上には後期の包含層が覆っていたため流れ込みの可能性が高く、必ず

しも当該木棺墓の時期を示すものとは言えないため、ここでは後期前半以降としておく。

出土遍檎（第2900)

鉄 (0お） 全長8.9cm、刃部幅4.7cmを測る有袋鉄斧である。

S K31く木棺墓） （図版1、第2箕塁）

墓壊の平面形は隅丸長方形で、棺の内法は長さ157cm、幅59c霞、深さ12caを測る。木口部

には浅い掘込みを持つ。主軸方向はN-1°-Eで丘陵尾根縁に平行する。

SK43 <土蠣墓） （図版8、第2箕!I)

墓墳の平面形は不整隅丸長方形で長さ206m、幅55a,、深さ18CIIを測る。主輪方向はN-

sr-wで丘陵尾根線に直交する。

-28-

.•• 

，1 

~
 





i~ 

5<o 
j 
S K56 <土壊墓） （図版＆第281lり）

墓壊の平面形は隅丸長方形で長さ188

第2箕目 S K.30・56111土遺物実瀾図 (1/2) cm. 幅64cm、深さ9cmを測る。主軸方向

遺物は鮨が床面近くから出土している。

出土遭物（第2澤）

鉄 (087) 鮨である。刃部は先端部にしか作られず、身部は矩形を呈する。現存長9.0

cm, 幅1.4cmを測る。
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第3otIII S Q64J員構実測図 (1/40)

S K55 <木棺墓） （図版＆第2園!I)

墓壊の平面形は隅丸長方形で、長さ

182cm、幅71cmを測る。二段目の掘込み

は12cm程と浅く、木棺を収めたのであろ

う。棺の内法は長さ133cm、幅43cm、深

さ 22cm。主軸方向はN-2f/'— Eで丘陵

尾根線に平行する。

はNSで丘陵尾根線に平行する。副葬

SQ64 <石棺墓） （図版8、第3直:!I)

墓讀の平面形は隅丸長方形で、長さ

193cm、幅60cmを測る。棺の内法は長さ

170ca、輻40cm、深さ40cmである。主輪

方祠はN-33°-Eで丘陵尾根線に平行

する。石材が残存するのは頭位と考えら

れる南東,Jヽロおよびその両欝、また間隔

をおいて腰部両壁、足位小口に板状の石

材の抜き痕が残る。棺内を全て石材で囲

っていない可能性がある。

SK58 <土嬢墓＞ （図版8・9、第31図）

中世の土攘墓である。墓讀の平ilii形は

不整隅丸長方形で、長さ200<:11,幅lfllca
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第31図 S K58遺構実測図 (1/40)
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第32図
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SK58出土遺物実測図 (J/3)

を測る。 主軸方回はN-4が一Eで丘陵尾根線に平行する。北西端には白磁碗と3枚の土師

器小皿が配されていた。時期は121!!紀中頃である。

i:11土遺檜（第3注!I)

白磁 (088) 完形品の白磁lV-1・a類である。釉讀は灰黄色で、外画中位下半には施釉

されない。計測値は口径17.む鵬、器高6.7ca、底径72cmを測る。

土編羅 (089-091)

ため底部の切り離しは不明である。口径8.6cm、器高1.4cm、底径6.6cmを測る。 090は回転へ

ラ切りである。口径8.7口器高12cm、底径7JCII。091は回転糸切りである。口径8.4CII、器

すぺて小皿で、底部の切り離しはヘラと糸が混在する。 0おは風化の

轟13cm.底径5.9cm。

鉄羅 (092) 茎を欠くが,,ヽ 刀である。身長9.5CII、身蝙2.7a,、背幅02cm、茎輻2.Dmを測る。

竪穴式住居跡

S B16 (図版9·10、第3箕~)

調査区の北東、 SKllの北側に位置しSD14に排水消を切られる住居跡である。平面形

は方形で、規模は東西4.0m南北3.8mである，主柱穴は4;$:で周壁溝が巡り、北西角からは

排水溝が北へ伸びる。また南東角に長径30cm短径26cmほどの偏平な石材が据えられている。

3. 
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第33f.!I S81631構実測図 (1/60)

出土遭犠（第34・35・3@)

須繕 (093・091) 093は口縁部を欠くが広口壷であろう。底部は平底で、胴部は内弯し

ながら立ち上がり肩部はやや張る。調整はかなり風化が進んでいるがナデで仕上げており、

叩きは用いられていない。また底郎には接合痕が確認できる。色調は青白灰色、胎土はや

や粗で砂粒を多く含み、焼成は不良で瓦質である。胴部最大径17.0ca、現存高12.&aを瀾る。
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第361M S816/11土遺物実測図③ (1/3) 

0箕は杯である。平底で体部は外傾してほぼ直状に立ち上がり、口縁端部は沈線状の窪み

を作って短く外反する。色調は白灰色、胎±には砂粒を含み、焼成は不良で瓦質である。

土籠雛 (095-1お） 096-102は壷として報告する.096は内面に横方向のヘラ削りを施す

が、外面は風化のため調整不明。復元口径15.2cm。096は「く」字形に外反する口縁部であ

る。口径14.4cm。097は丸みの強い胴部を持ち、口縁部は「く」字形に外反して端部をやや

外傾させる。内面はナヂ外面は縦方向のハケ目を施す。復元口径16.ICII、器嘉26.0cm、頸

部径12.8cm、胴部最大径24.4Cll。0蛇はやや偏球形の胴部を持ち冒口縁部は直状に外傾して

立ち上がり、端部は小さく断面方形に収める。口径14.0a,、器高15.8cm、頸部径1G.6CII、胴

部最大径16.8cm.099は丸みの強い胴部から口縁部を「く」字形に外反する。口径1L4ca、

器高13.7cm.頸部径9.7cm、胴部最大径14.lcaを測る。 100は偏球形の胴部から外傾して直状

に開く口縁部を持つ。口径10.2cm.復元器高13.1cm、頸部径83cm、胴部最大径訟6CIIを測る。

101は完形品である．球形に近い胴部から大きく直状に開く口縁部を持ち、胎士は精良、色

調は淡黄茶色を呈する。調整は風化が進んでいるが胴部内面はヘラ削り、他は.,.デであろ

う。口径9.6cm、器高14.2C11、頸部径53cm,胴部最大径11.3cmを測る。 102は長胴で外反する

口縁部を持ち、外面はナデ、胴部内面はヘラ削りを施す。胎土は砂粒を含むが良好で色調

は茶橙色を呈する。復元口径13.0cm、頸部径IL釦量、胴部最大径18.0c重を測る。

1四よ鈴である。外画は荒い9ヽ ケ目、内面は横方向のヘラ削りを施す。底部付近の風化が

著しい。復元口径28.4cm、器高14.&m゚

一蕊一

,・」



叫・ 105は甑である。砲弾形を呈し、口緑端部は平坦に収める。底部には3ヶ所に穿孔が

残るが総数は不明。外面および口縁部内面に荒いハケ目を施し、内面は縦方向の削り後ナ

デで1士上げる。復元口径21.0cm、復元器高はtascmとなる。 105は小片であるが104とは別個

体である。外面は荒いハケ目、内面は斜方向の削りの後、ナデで仕上げている。

石器 (106) 硬質砂岩製の砥石である。 4面を使用しており、断面半円形や楔状の荒い研

ぎ痕が目立つ。中砥石として使用したものか。最大長16.3cm、重量約860gを測る。

S B22 (図版10、第37liり）

5B25の東側に位置し、 SK52に切られる住居跡である。北側の撹乱部は大きく掘りす

ぎてしまい北壁の立ち上がりを確認できなかったが、平面規模は長辺4.2mで、短辺は3.8m

に復元でき｀壁高は2釦を測る• 平面形はほぽ方形で主柱穴は四こである。床面のほぼ中央

部に炉跡が残り奮その北側に作業台と考えられる偏平な石材が据え置かれている。また作

棄台とセットになると思われる敲石が出土している。南辺中央には屋内土坑を設けており、

その東端に沿うように炭が残っているがその意味は不明である。
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第37t目 SB22遺構実測図 (1/60)
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第3祗i!I S822出土遺物実測図① (1/3) 

出土遍嶋（第38・391:目）

弥生土羅 (1117-112) 1117·1~ は甕の口縁部である。 「く」字形に外反する。 100・110

は凸レンズ状平底の底部で、いずれも外面に功次焼成を受けており、風化が進んでいる。底

径は100・110とも9紅爾を測る。

Illは笛台である.J:rに大きく開き口縁部は強く外反する。調整は外面にハケ目痕が僅
かに残り、内面は指押さえ及びナデを施す。口径1L3ca、器高17.4CII、底径1鮎幻を瀾る。
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第300!( S B22出土遺物実測図② (1/4) 

112は手づくね風の作りの粗い鈴である。器壁は厚く主に指抑えとナデによって仕上げて

いる。色調は黄茶灰色を呈し、口径ILICII、復元器轟82ca、復元底径92cmを瀾る。

石羅 (113・114) 113は敲石である。先端及び平坦面の両側に使用痕が残る。最大長19.2

CII、最大幅92cm、重量約1.65kgを測る。

114はここでは作業台として報告する。上iliiは妍磨及び敲打痕が残り~ かなり使い込まれ

ている。また側面の一部には火を受けて灰挑色に変色している。長径42.8a,、短径37.8CII,
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重麓約344:を淵る．

なお113・114はセット関係であろう。

S B25 (図版11、第4@)

調査区の南、 SB260)東側に位置する。平面形は長方形を呈し、規模は東西6.35m、南北

5.0mを測る。削平のため壁高は失われており、周壁溝によってその存在が確認された。西

周壁溝が中程までで内側に折れているが壁面は巡っていたであろう．溝の巡らない籐分が

出人り口となるものか。主柱穴は2本である。
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第40!:!I SB2譴構実測図 (1/60)
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出土遺物（第41図）

弥生土謁 (ll5) ほぽ完形の甕で園壁溝から出

土した。凸レンズ状平底の底部を持ち、 口紘部

o
 

115 

1(1<• 

は「く」字形に強く外反して端部を断面方形に

収める。調整は内面の上半を右上がりのハケ目、

下半は縦方向のハケ目を施し、外面は風化が進

んでいるが僅かにハケ目が残る。色調は桃茶灰

色を呈し、口径17.2cm、器高15.釦＂、底径 9.8cmを

測る。

第41図 S B25出土遺物実測図 (1/3)

SB26 (図版11、第431.!l)

調査区の南端中央に位置し、

9.0m、南北は南辺が調査区外へと延びるため不明であるが、本遺跡中最大の規模である。

削平のため壁高は失われており、周壁溝によってその存在が確認されたが、主柱穴、炉跡

等については不詳である。残存状況は不良であるが構造的な特徴として、排水洛が北東角

から低位である北へ向かって延ぴること、また北辺の西端では長さ50cmほど周壁溝が途切

れて•おり、出入り口の可能性を持つことが挙げられる。
出土濃物（第4沈!I)

弥生土羅 (116-120)

S B67・S D39に切られる住居跡である。平面規模は東西

出土遺物は少なく、判別可能なものはすべて弥生土器である。

116-1191よ底部片である。 117は平底だが他は僅かに突出する。復

元底径は116が10.4cm、117は5.8cm,118は72cm,119は7.0cm。

120は器台である。底径Io.6cmを測る。
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SB2咄土遺物実測図 (1/3)
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4. 掘立柱建物跡

調査区全体でSB邸-68・7仰乃棟の掘立柱建物を検出した。

8B65 (図版11、第44図）

主軸方位をN-64°-Wに取り、 S B66と主軸方向がほIll直交する。身舎は桁行4間、梁

間2閻の建物で｀桁行750(730) Ci1、梁間340cmを測る。柱根、根固め石は遺存せずその痕

跡もない。
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錆4潤 SB鈴遺構実瀾図 (1/60)
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第48lill SB囀構実測図 (1/60)
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S87這構実測図 (1/60)

S B66 (図版11、第4弐,ii)

主輪方位をN-20°-Eに取り、 SB65と主

軸方向がほぼ直交し、 $B67とは東面の柱筋が

通る。身舎は桁行31111.梁閏21111の建物である．

規模は桁行585(58)) CII、梁11113印 CIIを測る。柱

根は遺存せずその痕跡もない。

S B67 (図版11、第4ば!!I)

調査区の南端中程、 SD39の南に位置し、 S

主軸方位はN-21°-Eに取り、B26を切る。

SB66とは東面の柱筋が通る。身舎は桁行3閏、

梁間2間で東面には廂が付く建物である。規模は

桁行6IDca、梁問3~(365) CII. 廂まで含めて

43l (400) caを測る。

-45-
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J出土遺物（第4加） 柱穴からの出土遺物である。

黒色土器 (121) いわゆる黒色土器A類の椀底部である。高台は貼り付けで、外底部には

かすかだが「x」のヘラ記号を施している。風化が進んでおり外面は調整不明だが、内面
にはT寧なヘラ研磨が観察できる。胎土は緻密で微細な砂粒を含み、露胎部の色調は淡橙

色を呈する。底径6.9cm。

瓦器 (122) 椀の口縁部片である。内外面にはヘラ研磨を施し、胎土は緻密で色調は銀味

を帯びた暗灰色を呈する。

S B68 (図版11、第4況蜀

SD3砂南に位霞し、 S K55・56を切る。主軸方位をN-82'一Wに取り、身舎は桁行3
間、梁間2間の連物である。規模は桁行555(540) cm、梁閏360(320) cmを測り｀平面形は

やや歪んでいる。柱根は遺存せずその痕跡もない。

S 874 (第491初

調査終了後に遺構配置図を検討する中で確認した。調査区の東端中程に位置し、主輪方

位をN-20°-Eに取り、身舎は桁行1間、 梁fflllffllで北面には廂が付く建物である。規模

は桁行lrocm,渠間175cm(廂部まで含めて240cm)を測る。柱根は遺存せずその痕跡もない。

5. 大溝（第50図）

古代末期から中世前半期にかけての大溝で、 SD13・14・15・34・39・41・ 印によって

構成される。溝相互闘の切り合い関係は、 SD14がSD13の拡幅であることが確認できた

が他には認められなかった。また覆土は黒褐色土層でほとんど分層することができない。

S013 (第51図）

S D14によって拡緬されているが、明確な切り合い関係を上層断面でしか確認できなか

ったため、かなり SD14Q>遺物が温人していると思われる。

出土遺物（第52・5項目）

土鰤難 (123-125) 123・124は小J1l1、125は杯である。 123は復元口径7ふ町器高l.Sca、

復元底径5.3cmを測る。 124は糸切りの底部である。 125は淡灰色を呈し、瓦質に近い焼成で

ある。復元口径12.2cmを測る。

瓦 (1お-132) 126---128は口縁部Jヽ片。 129-132は底部片である。 129は貼り付け高台

-46-
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で内面はT寧な研磨、外面は横ナデでほとんど研磨されていない。色調は暗灰色で焼成は

良好、胎土は級密で微細な砂粒を僅かに含む。復元底径6.8cm。130は貼り付け高台で、底部

の切り離しは糸切りである。風化が進んでいるが内底部の調整は研磨である。色綱は白灰

色を呈し焼成不良、復元底径6.4<霞を測る。

瓦貿陶器 (133) 鉢の口緑部片である。色調は白灰色を呈し胎士には若干の砂粒を含み堅

緻である。

青磁 (134-1町） 134は鎮連弁を持つ龍泉窯系椀1-5・b類の口縁部片である。 136は碗

の底部である。高台は削りだしで断面逆台形を呈する。内面のみに濁った水色の釉を施し、

見込みにはドーナツ形の目跡が残る。また畳付にも目跡を掻き落とした痕跡が残る。底径

6.8cmを測る。 137は碗の底部片であろう。底部と体部の境があまり明瞭でなく、作りも雑で

ある。全面施釉を行っており、畳付け部及び見込みには4箇所の目跡が残る。釉調は灰色が

かったプルーに発色し、胎土はやや粗く砂粒を多く含んでいる。底部は完存し、底径4.0CII

を測る。

---・ --,/.-"', --~ -- ~ ~ 

、： ----・ ----
・↑．
啜一
s
 

／
 /
＼
`
 

.／¥` 

::1・ 

第5@ 大溝及び掘立柱建物配置図 (!/400)
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白磁 (138-145) 138・139は白磁椀N類の口絃部である。 140・141は白磁椀V類の口縁

部である。 142は白磁椀V類の底部である。復元底径5.8c●を測る。 143・144は白磁椀N類

の底部である。 143は復元底径6.知、 144は6.7cmを測る。 145の高台は削りだしで断面逆台

形を呈する。内面に薄く厖釉されており、艶のない汚れた白灰色を呈する。底径5.4cmを瀾

る。

褐釉陶器 (146) 壷の口縁部片である。釉調は艶のない黄灰色で胎土はやや粗く、復元口

径10.2cmを測る。口縁部上面には目跡が2箇所残り、復元すると4ヶ所となろう。

天目茶碗 (147) 底部は削り出しの平底で体部は直状気味に立ち上がり、端部は段をもっ

て内側に肥厚する。釉調は柿茶色で体部F半及び外底部には施釉されない。胎土は微細な

砂粒を含むが比較的精良で露胎部は黄灰色を呈する。復元口径10.6cm、器高5.9cm、復元底

径3.2cmを測る。

滑石襲石鍋 (1鉛-150) 148は長方形の把手が縦に付くクイブである。外面はノミ痕が明

瞭に残り、口緑部上面から内面にかけてはT寧な研磨を行っている。

A 旦 A' E_  27.BO• E' 
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第51図大溝<S D13-15・34・39・41>漸面実測図 (1/40)
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1491江 1絵部直下に鍔の付くクイプである。外面1:l/ミ痕が明瞭に残り、口縁部上面から

内面にかけては丁寧な研磨を行っている。また外面には煤が付着が著しい。復元口怪23.8cm

を測る。 150は底部片である。外面はノミ痕が明陳に残りまた煤が付着が著しく、内面はJ

ミ削りの後T寧な研磨を行っている．

その饉の遍物 (151-153) すべて温入品である。

151は厚底の弥生土器甕の底部である• 152は緩い如意形口縁の弥生土器甕である.153は

石包丁の端部片である。
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第5碑 SD13lll土遺物実瀾図① (1/3) 
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第邸図S013/ll土遺物実測図② (1/3) 

S D14 (第51図）

SD 13<1)拡幅部分でSD34・39と連接する。底面はS013より20cmほど高いレベルで掘

り終えており、本流に接合する部分では明瞭な段が残っている。

出土遺物（第5船~)

土鰤器 (154) 小皿である。儡平でほとんど立ち上がりを持たない。

白磁 (155・156)

青磁 (157) 碗の底部片である。高台は削り出しで外端を斜めに面取りしている。釉調は

淡緑色で畳付きと高台内面には施釉されない。胎土は微細な砂粒を含むが比較的精良で露

胎部は淡青灰色を呈する。見込みには花文のスクンプが施されるが、その意匠は不明瞭で

ある。復元底径5.3mを測る。

S015 (第51図）

155・156は白磁椀N類の底部であろう。 155は底径7.0cm、156は7.1cm

L字型に屈曲しており、 SD14・34に平行するように走向する。単独で区面を形成する

/l)か、あるいは並走する溝に連接するのかは現状では明らかにできない。

出土遍槍（第5俎目）

土緬羅 (158-160)

底径8.6cm、1おは復元口径7.8a,、器高i.8CII、復元底径62caをil!Iる．

J:;g・159は糸切り底(J)1J、DB.100は杯の口縁部片である。 158は復元
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